
名古屋大学（文系）　 2026年　第 3 問

xy平面上を次の規則 (i)，(ii)に従って移動する点 Aを考える。

(i) 時刻 0で点 Aは原点にある。

(ii) ある時刻 k において点 Aが (x, y)にあるとき，時刻が 1増えると点 Aは 3点
(x+ 1, y)，(x+ 1, y + 1)，(x, y + 1) のいずれかにそれぞれ 1

3
の確率で移動

する。
1以上の整数 nに対して，次の条件 (∗)が成り立つ確率を Pn とする。

(∗) 時刻 0から時刻 nまで点 Aはつねに− 1 ≦ y − x ≦ 1で定まる領域にある。

このとき，以下の問いに答えよ。

(1) P1，P2，P3 を求めよ。

(2) 1以上の整数 nに対して，条件 (∗)が成り立ちかつ時刻 nで点Aが直線 y−x = 0

上にある確率を an とする。また，条件 (∗)が成り立ちかつ時刻 nで点 Aが直線
y − x = 1上または直線 y − x = −1上にある確率を bn とする。an+1，bn+1 を
an，bn を用いて表せ。

(3) Pn+2 を Pn+1，Pn を用いて表せ。

(4) α =
1 +

√
2

3
とおくとき，

Pn ≦ αn−1

が 1以上のすべての整数 nに対して成り立つことを証明せよ。


